３　前年度における教育の実施状況等
（１）法第40条第２項第１号の規定による養成施設等
（第　学年）
	領域
	教育内容
	指定規則上の時間数
	学則上の時間数
【a】
	実授業時間数
【b】
	学則上の時間数との差
【b-a】

	人間と社会
	人間の尊厳と自立
人間関係とコミュニケーション
社会の理解
人間と社会に関する選択科目
	時間
30以上
30以上
60以上
-
	時間

	時間

	時間


	
	小計
	240
	
	
	

	介護
	介護の基本
コミュニケーション技術
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護実習
　（介護実習Ⅰの計）
　（介護実習Ⅱの計）
	180
60
300
150
120
450
-
150以上
	
	
	

	
	小計
	1,260
	
	
	

	こころとからだのしくみ
	発達と老化の理解
認知症の理解
障害の理解
こころとからだのしくみ
	60
60
60
120
	
	
	

	
	小計
	300
	
	
	

	医療的
ケア

	医療的ケア（基本研修）
　　　（演習）
　　　　　（実地研修）
	50
-
-
	
	
	

	
	小計
	50
	
	
	

	合計
	1,850
	
	
	


（注）　１　本表は、各学年ごとに作成すること。
　　　　２　本表は、旧カリキュラム（「社会福祉士養成施設及び介護福祉士養成施設の設置及び運営に係る
指針について（平成20年３月28日社援発第0328001号）」又は「社会福祉士学校及び介護福祉
士学校の設置及び運営に係る指針について（平成20年３月28日19文科高第918号・社援発第
0328004号）」による。以下同じ。）を履修して卒業する学年から作成すること。
３　「学則上の時間数」には、学年ごとに組まれた授業科目の時間数を記入すること。なお、当該学年で行われなかった授業科目の「学則上の時間数」、「実授業時間数」には、「－」を記入すること。
　　　　４　「医療的ケア」のうち（演習）及び（実地研修）の「学則上の時間数」は、学則に時間数の規定がない場合には「－」を記入すること。
５　「実授業時間数」には、自習時間等を除いた時間数を記載すること。
６　「医療的ケア」は、「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則等の一部を改正する省令」（平成23年厚生労働省令第132号）及び「社会福祉士介護福祉士学校指定規則及び社会福祉に関する科目を定める省令の一部を改正する省令」（平成23年文部科学省・厚生労働省令第５号）により改正することとされた新カリキュラムを履修する学年分から作成すること。
（２）法第40条第２項第２号に基づく養成施設等
（第　学年）
	領域
	教育内容
	指定規則上の時間数
	学則上の時間数
【a】
	実授業時間数
【b】
	学則上の時間数との差
【b-a】

	介護
	介護の基本
コミュニケーション技術
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護実習
（介護実習Ⅰの計）
（介護実習Ⅱの計）
	時間
180
60
300
150
60
270
-
90以上
	時間

	時間

	時間


	
	小計
	1,020
	
	
	

	こころとからだのしくみ
	発達と老化の理解
認知症の理解
障害の理解
こころとからだのしくみ
	30
30
30
60
	
	
	

	
	小計
	150
	
	
	

	医療的
ケア
	医療的ケア（基本研修）
　（演習）
　　（実地研修）
	50
-
-
	
	
	

	
	小計
	50
	
	
	

	合計
	1,220
	
	
	


（注）　１　修業年限が１年を超える場合には、各学年ごとに作成すること。
　　　　２　本表は、新カリキュラムを履修して卒業する学年から作成すること。
３　「学則上の時間数」には、学年ごとに組まれた授業科目の時間数を記入すること。なお、当該学年で行われなかった授業科目の「学則上の時間数」、「実授業時間数」には、「－」を記入すること。
　　　　４　「医療的ケア」のうち（演習）及び（実地研修）の「学則上の時間数」は、学則に時間数の規定がない場合には「－」を記入すること。
        ５　「実授業時間数」には、自習時間等を除いた時間数を記載すること。
        ６　「医療的ケア」は、「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則等の一部を改正する省令」（平成23年厚生労働省令第132号）及び「社会福祉士介護福祉士学校指定規則及び社会福祉に関する科目を定める省令の一部を改正する省令」（平成23年文部科学省・厚生労働省令第５号）により改正することとされた新カリキュラムを履修する学年分から作成すること。
（３）法第40条第２項第３号の規定による養成施設等
（第　学年）
	領域
	教育内容
	指定規則上の時間数
	学則上の時間数
【a】
	実授業時間数
【b】
	学則上の時間数との差
【b-a】

	人間と社会
	社会の理解
	時間
15
	時間

	時間

	時間


	
	小計
	15
	
	
	

	介護
	介護の基本
コミュニケーション技術
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護実習
　（介護実習Ⅰの計）
　（介護実習Ⅱの計）
	180
60
300
150
60
210
-
70以上
	
	
	

	
	小計
	960
	
	
	

	こころとからだのしくみ
	発達と老化の理解
認知症の理解
障害の理解
こころとからだのしくみ
	30
60
30
60
	
	
	

	
	小計
	180
	
	
	

	医療的
ケア
	医療的ケア（基本研修）
　（演習）
　　　　　 （実地研修）
	50
-
-
	
	
	
	

	
	小計
	50
	
	
	
	

	合計
	1,205
	
	
	
	


（注）　１　修業年限が１年を超える場合には、各学年ごとに作成すること。
　　　　２　本表は、旧カリキュラムを履修して卒業する学年から作成すること。
３　「学則上の時間数」には、学年ごとに組まれた授業科目の時間数を記入すること。なお、当該学年で行われなかった授業科目の「学則上の時間数」、「実授業時間数」には、「－」を記入すること。
　　　　４　「医療的ケア」のうち（演習）及び（実地研修）の「学則上の時間数」は、学則に時間数の規定がない場合は「－」を記入すること。
　　　　５　「実授業時間数」には、自習時間等を除いた時間数を記載すること。
　　　　６　「医療的ケア」は、「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則等の一部を改正する省令」（平成23年厚生労働省令第132号）及び「社会福祉士介護福祉士学校指定規則及び社会福祉に関する科目を定める省令の一部を改正する省令」（平成23年文部科学省・厚生労働省令第５号）により改正することとされた新カリキュラムを履修する学年分から作成すること。

- 1 -

